
城陽市障がい者自立支援協議会 

 第 23 回 就労部会報告書  

 2014年 12月 

標記について下記のとおり報告します。                    報告者 部会長 竹内 仁  

日  時 2014年 12月 22日（月） 

場  所 城陽市福祉センター  

出 席 者：（株）ナプラス（1名）、就労促進授産支援ネットワーク（1名)、あんびしゃ(1名)、あっぷ(1名)、福祉課(2名)、 

はぴねす（1名）、城陽作業所(1名)、野の花（1名）みんななかま(2名)、（参加者数：11名） 

欠席者：(有)ファンシステム(1名)、庭一造園(1名) 、宇治支援学校(1名)、魁(1名)、 

検討課題 

1．福祉情勢・就労に関する情報の共有、2．各事業所で「働く」をどのように考えていくか 3．ステップアップの取り組み

にむけて 4．福祉事業所見学会にむけて 5．その他（授産支援就労促進ネットワークとの連携） 

【議事録】 

３．ステップアップの取り組みにむけて 

・インターンシップについて 

＊９・１０・１１月の期間で実施した。利用者の方が１日作業体験をおこなった。 

＊あんびしゃ、３名参加。 

＊就労の経験が無い方中心。企業の方と一緒にさせてもらえて良かった。指示をきちんと聞いていた。作業内容がわかりやす

くてよかった。「できた」と手ごたえを口にしていた。企業側が丁寧に説明して対応してくれて良かった。休憩時間には、野

球の話などでコミュニケーションできていた。 

＊暑い季節だったが、職員さんと話ができてよかったと言っていた。今後、就職につながるかどうかを気にしていた。きちん

と方向性を整理しておく必要性を感じた。久しぶりの体を使った仕事ができてよかったと。 

＊最初よかったが、手が痛かった。暑さもあって、体力的にしんどいと感じた。またやってみたいと思う。 

今後どうつなげていくか 

＊今回の参加が無かった事業所も今後検討していってもらいたい。インターンシップで自信をつけた方にステップアップとし

て、一人での実習につなげていく。 

＊最初「就労」ありきですすめられると、企業は受けにくいと企業側の意見として出ていた。受け入れを最初から積極的な企

業をまず見つけることが必要に思う。実習に向かう利用者ががっかりしないようにしたい。 

＊ナプラスでいえば、今まで実際に障がい者就労をしたことが無いので、今回のインターンシップで試してみたいということ

があった。その後、お互いにかみ合っていけば、先にすすめていけるのではないか。 

＊就労できるのはないかと期待しすぎた感があった。どう説明していくかが難しい。 

＊３名とも、もう就職できると勘違いをしていたので、今回は１日体験なのでと、説明をした。同じところでの、１週間実習

をする場合は、先につながるものにしたい。 

＊同じところでの、続けての実習は、やはり就職できると思われる利用者が多いと思う。ナプラスとの間で、すりあわせが必

要。 

＊労働力として助かる部分があった。教えることに関しては難しいことはなく、負担も無かった。事務員とコミュニケーショ

ンがとれた。障がいがある人と分からなかった。社員も現場を回してくれていた。受け入れに際して、社員間のコミュニケー

ションが増えたという波及効果があった。 

１月以降の袋破り作業がなくなる。作業内容が減ることになる。現在のパート従業員の作業確保という課題もあるので、まだ

受け入れは難しい。新しい事業も考えてはいるが、老朽化による作業場の整備もしていかないといけない現状がある。缶とビ

ン仕分けとパッカー車の添乗などは人手不足がある。 

＊必要にされている箇所での体験ということも考えていけたらと思う。 

＊利用者に一番向いているのは、リサイクルだと感じる。失敗が少ない仕事だから。 

＊違う作業場所での受け入れはできると思う。ただ、環境整備が必要だし、しんどい作業でもある。 



＊企業側として、受け入れのハードルは低くなったか？ 

＊先入観があったので、それが無くなった。やはりカッターナイフなど使うのは危ないのではと考えたりもしていた。いろい

ろと見直しする機会にもなった。 

＊ＤＩＶＥや庭一とも協力してやっていきたい。ＤＩＶＥは可能性がありそうとのこと。 

 

４．福祉事業所見学会にむけて 

・甲賀バウム 

＊混入問題が出たため、先伸びになっている。 

＊１月～２月で調整して実施できるようにすすめていきたい。 

 

５．その他（授産支援就労促進ネットワークとの連携） 

製品プレゼン 

＊城陽市イメージキャラ「じょうりんちゃん」の商品開発 

＊サンプルを元に、あんだんてと協力して商品化をすすめていきたい。 

＊製品：クリアファイル、イラストを印刷する。シンナーの使用が必要なので、専用の部屋が要る。 

＊製品：ハンカチ、イラストを印刷する。クリアファイル同様シンナーの使用が必要なので、専用の部屋が要る。２色刷りま

でなら可能。これは作成可能。ある程度の量産はできる。 

＊製品：一筆せん、しおり、マウスパッド、プリンターでじょうりんちゃんを印刷。マウスパッドは滑り止めつきの予定。 

＊製品：はがき、プリンターでじょうりんちゃんを印刷。いちじくを混ぜている紙。 

＊印刷を考えていた。部屋の換気は？ 

＊印刷はできる。 

＊クリアファイルにシールをはるのはどうか。透明なシールをレーザープリンターで作れたらいいのではないか。ボールペン

などにも貼ることができるので、幅が広がる。マウスパッドもいいと思う。購入する側から考えることも必要。 

＊うちにはあるので、試してみる。ゴミ袋などもいいのではないか。どの家庭でも使うものなので。印刷したらいくらになる

のか。 

＊じょうりんちゃんの商品に関しては、イラストの使用についていろいろ規約がある。白黒画像については、また聞いておく。 

＊合同プレゼンを行う。前半合同で、後半は就労部会。 

 

 

 

 

                              次回開催日：3月 23日予定 


